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研究成果の概要（和文）： 
近年、西洋文明主導によって大陸で展開されたとされる近代（モダニズム）の特質は、アジア
諸文化の地政学的利点や海域ネットワークが果たした役割の重要性が指摘されることによって、
再検討が迫られている。本研究では、これまで蓄積した研究代表者の研究成果を踏まえつつ、
そのような近代性めぐって進行中の議論を、アメリカ文学・文化研究の場に導入したいと考え
る。特に、２０世紀アメリカにおける海環境をめぐる文学作品を「海辺」「海上」「海中」に分
類し、それぞれのサブジャンルに現れる特徴を明らかにすると同時に、２０世紀アメリカ文化
や思想の中で海環境や陸環境がどのように意識され、表現されたのかを中心的課題とするもの
である。陸地中心の価値観に基づいてこれまでのアメリカ文学作品研究がなされてきたという
前提で、その陸環境偏重の傾向を「ジオセントリズム」とし、その実態を分析した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
In this project I divided American sea literature into three categories based on the 
features of the oceanic environment—the surface, the edge, and the interior of the 
ocean—to examine how the oceanic environment and the aesthetic and thematic 
qualities of literature interact. This approach enabled me not only to evaluate sea 
literature extensively but also to reevaluate traditional American literary approaches 
and practices from the oceanic point of view. By reevaluating the rather 
underestimated roles of oceanic activities and imagination in American literature, I 
tried to expand the scholarship on American sea literature; while doing so, I believe my 
approach will lead to a re-examination of American sea literature itself as I inevitably 
analyze how American terrestrial/oceanic experiences and imagination correlate or 
compete with each other through the development of American literature and culture.  
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ち、海洋文学とは航海や探検記を指し、欧米
19 世紀の時代に活躍した作家の作品に限定
されていた。最近１０年ほどで、「環境文学」
というジャンルが隆盛し、環境について理論
的・実践的に洗練された研究アプローチが台
頭してきたにも関わらず、海をめぐる作品研
究は依然として伝統的な作家研究あるいは
作品解釈に終始することが多く、また、研究
対象として除外されていることが多かった。
１９世紀以降、アメリカの海をめぐる文化活
動はどのように展開し、表現されたのだろう
か。「海洋文学」のように限定的参照枠では
なく、包括的に海をめぐる作品群を評価する
ためのアプローチとはどのようなものなの
か。海環境は文化表現の中でどのような位相
を占めるのか、陸環境と海環境の間にはどの
ような競合関係や力学が働いているのだろ
うか。このような問いに答えるべく、本研究
は着手された。 
 
２．研究の目的 
本研究ではこれまでの海をめぐる価値観が
研究として見過ごされてきた傾向を陸地偏
重主義（ジオセントリズム）であるとし、２
０世紀以降の海をめぐる文化的活動や政治
的動向を踏まえつつ、20 世紀アメリカの海を
めぐる文学作品群を確認し、１９世紀アメリ
カ文学の状況と比較対象しながら、その傾向
や特徴を明らかにすることが目的である。 
 
３．研究の方法 
海をめぐる作品は、これまで「海洋文学」と
して限定的範疇に括られてきた。本研究では
海環境に関わる作品を「海辺」「海上」「海中」
に分けることによって、これまでよりも更に
包括的に整理した。このように３つのサブジ
ャンルに分類された作品群の中にみられる
特徴をそれぞれまとめた。 
 
４．研究成果 
（１）海環境の三次元的様相に合わせて〈海
辺〉〈海上〉〈海中〉に関わる文学作品群とし
て分別し、それぞれのサブジャンルを特徴づ
ける文体、表現方法、テーマを以下のように
まとめた。 
 
① 〈海辺〉をめぐる文学： 
〈両義性〉〈周縁性〉〈暴力性〉 
 
② 〈海中〉をめぐる文学： 
〈死と歓喜〉〈自由と抑制〉<陸の相対化> 
 
③ 〈海上〉をめぐる文学： 
〈社会階級システム〉〈移動〉〈陸と海の価値
観の対立〉 
 
（２）それぞれのサブジャンルの特徴は、表

現、文体、テーマとも、海環境の物理的様相
と密接に関係し、時代によって海と人間の関
わり方の多様な変化がみられた。以下がその
まとめの概要である。 
 
①〈海辺〉をめぐる作品：〈海辺〉のもつ特
質は１９世紀以前にはアメリカ社会の様々
な周縁的価値観を表現する場として機能し
ていた。海辺は１９世紀後半に海水浴やビー
チコーミングの場としての〈ビーチ〉として
変容し、20世紀に入るとサーフィン文化に代
表されるようにカウンターカルチャーの活
発な活動場所となっていった。いわゆるビー
ト世代によって代表される５０年代や６０
年代のアメリカ大衆文化が陸地中心の知的
文化を代弁する側面があったのに対し、ビー
チにおけるカウンターカルチャーは粗野で
反社会的で無教養的側面が強調される。 
 
②〈海中〉をめぐる作品：１９世紀中は潜水
艇についての実験あるいは空想以外にはほ
とんど書かれず、スキューバダイビングが普
及する１９５０年代に作品数・質ともに激変
する。２０世紀的空間としての海中は精神性
や崇高性や死をイメージ化する側面を持つ
一方で、第二次世界大戦や冷戦下の原子力潜
水艦開発競争など、水面下で政治的・軍事的
役割を担い、陸上の価値観や諸活動を補完し
強化していった。例えば、１９世紀末に収束
したとされるフロンティアの希求は２０世
紀をとおして、海中で展開されていた側面が
ある。 
 
③〈海上〉をめぐる作品：それまで商業、経
済、政治の為の航海技術が１９世紀後半から
スポーツとして航海術が競われるようにな
る。２０世紀における海上の体験は１９世紀
的な価値観をノスタルジックに代弁し、同時
に近代化の到来を補完的に表現するアプロ
ーチも提示するようになった。文化研究にお
いては Paul Gilroy の The Black Atlantic: 
Modernity and Double Consciousness (1993)
では、従来の西洋中心の近代化をアフロアメ
リカンの視点から批判的に検討している代
表的研究例であり、経済史研究では Kenneth 
Pomeranzらのカリフォルニア学派が、アジア
地域を中心とする海域交流を重視する立場
から従来の西洋中心の世界システム論を批
判しているのは、海上のアプローチが近代性
を批判的に再検討する例として挙げられる。 
 
（３）以上を踏まえ、これまでの１９—２０
世紀の海をめぐるアメリカ文学の研究は次
のように総括される。 
 
１９−２０世紀アメリカ社会では、技術の

発展や経済基盤の変化が急速に進み、人々の



 

 

海環境への関わり方も多様化し、そして「大
衆化」した時代であった。結果としてこの時
代に多様な海の文学が生まれていくことに
なり、その中には従来の一般的アメリカ文
学・文化理解に再検討を迫る作品例や文化的
現象が多くみられた。 
たとえば、１９世紀にハワイ伝統文化とし

て西洋に発見されたサーフィンは、ハワイの
植民地化と同時に２０世紀的文脈で非西洋
的（非キリスト的）伝統文化として一度淘汰
されてしまったようにみえたが、近代以後の
アメリカ西部を起点としてカウンターカル
チャーとして再生・再来し新たな展開を見せ
ることになった。 
しかしながら、この現象は一方でビート世

代が２０世紀アメリカ西部のカウンターカ
ルチャーの担い手として代名詞的に用いら
れることを考えると、カウンターカルチャー
の内部でも、海をめぐる文化的諸活動（サー
フ文化）が除外されながら、「路上」や陸地
の価値観（ビート文化）が優位性を持つに至
るというジオセントリズムの構造を見るこ
とができる例としても考えられる。そもそも、
ビート世代の芸術家たちが海を渡って異文
化を体験しつつ、自らの表現を模索し続けた
こと自体は、海域を介した体験として、海を
めぐるトランスパシフィックな文化活動と
関連付けられるはずである。 

このことは、単にビート世代の経験を支え
る文脈を海を含めて再配置すること必要性
のみを含むのではない。海をめぐる価値観を
踏まえ、我々は近代と近代以後の文化プロセ
スをどのように総括し、再考できるかを問題
提起している。そして、アメリカの現代文化
が、どのように近代とともにジオセントリズ
ムを受け入れたかという大きな問題を射程
に入れなければならないのである。 
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